
 

   防府市上下水道局建設工事競争入札参加資格者等級区分の基準 

１ 目 的 

  水道施設工事（水道管布設工事）に係る一般競争入札及び指名競争入札の参加

資格の審査に関する等級の区分は、この基準の定めるところによるものとする。 

２ 総合点数の算出方法 

  防府市建設工事競争入札参加資格者等級区分の基準の２総合点数の算出方法に

準じて行うものとする。 

３ 等級区分 

 (１) 水道施設工事の等級区分は、対象審査基準日における総合点数及び等級別

条件により次のとおりとする。 
 

等 級 
区  分 

（総合点数） 等  級  別  条  件 

Ａ ７００点以上 

 (1) 水道施設工事の特定建設業の許可及び経営事項審

査を受けていること。 

 (2) 対象審査基準日における、経営事項審査総合評定

値通知書（以下「経審」という。）の水道施設工事

における年間平均完成工事高が５００万円以上ある

こと。 

 (3) 過去２年度に防府市上下水道局発注の水道施設工 

事において６５点未満の工事成績評定点がないこと。 

ただし、過去２年度に施工実績のない業者は本条件

を適用しない。 

 (4) 防府市指定給水装置工事事業者の登録業者である

こと。 

Ｂ ５５０点以上 

 (1) 水道施設工事の建設業の許可及び経営事項審査を

受けていること。 

 (2) 対象審査基準日における、経審の水道施設工事に

おける年間平均完成工事高があること。 

 (3) 防府市指定給水装置工事事業者の登録業者である

こと。 



 

Ｃ Ａ・Ｂ等級以外 

 (1) 水道施設工事の建設業の許可及び経営事項審査を

受けていること。 

 (2) 中間年における新規業者及び新規業種。 

 (２) 新規業者及び新規業種については、最上位等級に格付しない。この場合に

おいては、最高Ｂまでとする。 

 (３) 中間年における新規業者及び新規業種は、一律最下位格付とする。 

 (４) (１)に定める等級別条件のうち、防府市指定給水装置工事事業者登録がな

いことにより下位等級に格付された業者が、年度途中において登録した場合

には、指名業者審査委員会（以下「指名審査会」という。）に諮った上、格

付の変更ができるものとする。 

 (５) 年度途中において、特定建設業者から一般建設業者へ変更になった場合、

防府市指定給水装置工事事業者登録を廃止若しくは休止した場合又は防府市

指定給水装置工事事業者登録が失効した場合には該当する業者の格付を変更

する。なお、この場合において、再度特定建設業の許可を受けた場合又は防

府市指定給水装置工事事業者登録を再開若しくは再登録した場合には、指名

審査会に諮った上、格付の変更ができるものとする。 

 (６) 格付の見直しは基準年のみとし、中間年における格付の見直しは行わない

ものとする。 

   附 則 

 この基準は、平成２５年５月３１日から施行する。 

   附 則 

 この基準は、平成２７年５月３１日から施行する。 

   附 則 

１ この基準は、平成２９年２月１日から施行する。 

２ この基準による改正後の規定は、平成２９・３０年度の建設工事に係る競争入

札参加資格の等級格付から適用し、平成２７・２８年度以前の建設工事に係る競

争入札参加資格の等級格付については、なお従前の例による。 

   附 則 

 この基準は、平成２９年５月３１日から施行する。 

   附 則 



 

 この基準は、令和２年８月１日から施行する。 

 


